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協議会次第
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１ 開会 15分
２ 会長・座長挨拶  5分
３ 議事 令和7年度実証事業について
(1) 自動運転事業 30分
(2) MaaS事業 30分

４ その他  5分
５ 閉会  5分

 計：90分



会長・座長挨拶



会長・座長挨拶
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会長
塩尻市副市長 石坂 健一

座長
信州大学 特任教授 不破 泰



議事
令和7年度事業について
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会議体整理

長野県塩尻市 塩尻MaaS・自動運転協議会 令和6年度第１回

◼ 令和２年度に組成した「塩尻型次世代モビリティサービス推進協議会」を引継ぎ、令和３年度に各モビリティサービスの評
価・検証を行う組織として「塩尻MaaS自動運転協議会」を組成

◼ 令和４年度に内閣府未来技術社会実装事業の採択を受け、同事業の現地支援体制（地域実装協議会）を兼ねている
◼ 今年度からはレベル４モビリティ・地域コミッティも兼ねて開催

未来技術社会実装事業

地域実装協議会
レベル４モビリティ・地域コミッティ

A-Drive株式会社
総務省信越総合通信局

長野県警察本部交通企画課

主体

組成期間

警察庁交通企画課
国土交通省北陸信越運輸局自動車技術安全部
国土交通省関東地方整備局長野国道事務所

当該事業の協
議会参画者

令和４年度～令和８年度 令和６年度～事業終了まで

塩尻市/塩尻市振興公社

組成理由
/目的

• 内閣府未来技術社会実装事業採択の必須要件
• 採択取組に対して現地支援体制を構築し、関係
府省庁による総合的な支援を行う

• 国交省自動運転社会実装推進事業の必須要件
• 手続きの透明性・公平性を確保し、レベル４自動
運転サービスの実現を加速化

塩尻MaaS自動運転協議会と兼ねる会議体

塩尻市/塩尻市振興公社

構成員
ー

（地方公共団体・内閣府が現地支援責任者または構成員を調整）

必須構成員
地方運輸局、地方整備局、地方経済産業局、都道府県警察、
運行主体
任意構成員
都道府県、地方総合通信局、関係事業者、協力団体



委員名簿
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協議会事務局：塩尻市、（一財）塩尻市振興公社

所属
アルピコ交通株式会社
アルピコホールディングス株式会社
ＪＲ東日本株式会社 長野支社 地域共創部 地域連携ユニット
美勢タクシー株式会社
平成交通有限会社
アイサンテクノロジー株式会社
A-Drive株式会社
ネクスト・モビリティ株式会社
三菱商事株式会社 モビリティサービス本部 次世代モビリティ事業開発部
EYストラテジー・アンド・コンサルティング株式会社
株式会社MaaSTechJapan
信州大学
信州大学
信州大学
警察庁 交通局交通企画課 自動運転企画室
経済産業省 関東経済産業局 産業部 製造産業課 航空宇宙・自動車産業室
国土交通省 北陸信越運輸局自動車技術安全部
国土交通省 北陸信越運輸局交通政策部 交通企画課
総務省 信越総合通信局 情報通信振興課
長野県 企画振興部 DX推進課
長野県 企画振興部 交通政策局 交通政策課
国土交通省 関東地方整備局長野国道事務所 （未来技術社会実装事業 現地支援責任者）
国土交通省 中部地方整備局飯田国道事務所
長野県 警察本部 交通部 交通企画課
長野県 松本建設事務所 維持管理課
塩尻商工会議所
大門地区
高出地区
塩尻市振興公社
塩尻市
オブザーバー
塩尻警察署交通課



塩尻市交通DX全体像
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2020

2025

担い手不足（運転士、DX）

自動運転実証実験開始【民間企業との関係性構築】

AI活用型オンデマンドバス実証実験・社会実装

MaaS/Beyond MaaS実証実験・社会実装

行政×民間企業×地域住民の
アライアンスによる交通DX

塩尻市
目指す都市像

次世代交通がもたらす
安心して便利に暮らせる

地域社会の”実感”

自動運転Lv4チャレンジ × 地域MaaS

官民共創プラットフォーム

課題

強み

地
域
イ
ン
パ
ク
ト

地域デジタル人材「KADO」 都市の規模感・機能集約

限定的な公共交通（JR、コミバス） 新たな地域課題

2025年を1次到達点とし、
地域のリソースを集中投資

・交通DX分野の企業等集積

・新たなDX分野へのチャレンジ

・小中高大学生へのDX体験

・地域デジタル人材の活躍



交通DXに取り組む背景
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官民連携による自家用車から地域公共交通サービスへの転換

⚫ 高齢ドライバー増加による事故リスク増大

⚫ 塾や病院送迎等、現役世代への負荷

⚫ 自家用車所有による家計負担

⚫ まちづくりへの影響（駐車場確保、郊外化）

⚫ 環境配慮（カーボンニュートラル、シェアリングエコノミー）

背景

⚫ 公共交通サービスの不足（サービスレベル、種類）

⚫ ユーザーの意識改革（自家用車所有からの脱却）
課題

産学官民共創により既存サービスの高度化と新たなサービス創出に取り組む

実施区域：塩尻市全域（近隣市町村との連携も随時検討）



塩尻市交通DXの目指す姿
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コンパクトシティ・プラス・ネットワーク

集落内交通
セミデマンドグリスロ・

カーシェア等

市街地交通
オンデマンドバス

＋自動運転

市街地～集落間交通
定時定路線バス
＋（自動運転）

自動運転

次世代の地域交通を支える基
盤技術として、技術・社会受
容性・事業化の観点から官民
連携で実証実験を推進し、
2025年の地域実装を目指す

MaaS

交通DX基軸とし、地域課題
の解決や地域住民のQOL向上
につながる新たなサービスを
開発・実装

オンデマンドバス

MaaS領域の具体的アウト
プット第一弾として、多くの
課題を抱える市街地コミュニ
ティバスを代替するサービス
として社会実装
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自動運転



令和７年度国土交通省自動運転社会実装推進事業 概要

4月 5月 6月 7月 ８月 ９月 10月 １１月 12月 １月 ２月 ３月

L2定常運行
5月から7月/東回りルート

L2定常運行
３月/東回り・西回りルート

L4運行
３月/駅市役所間

実証準備

地図計測・リスクアセス

走行準備

一般試乗
9月中10日間/東回り・西回り

L４向け開発走行（試乗有）
10月以降/東回り・西回り
T4からアルピコへスキトラ

L4環境整備
樹木伐採/手続き等

L4走り込み検証

L4準備

事業全体スケジュール

②国土交通省

事業

①市予算事業

③駅市役所間

L4開発・運行
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自動運転事業 2025FY
概要

令和６年度レベル２走行ルートをベースに市単独予算による定常運行
を実現し、同ルートにおいて大手小売店や地域商店と連携した小売連
携施策、寄付金、協賛金、広告宣伝、視察、貨客混載等の収入拡大施策
を実施する。

実施内容

令和７年度５月開始 定常運行ルート

▲ティアフォー製Minibus ▲アルピコ・KADOによる定常運行

▲小売連携・寄付金・広告・協賛金による事業性確立検証▲

▲三菱電機製 運行管制システム▲

5便4便3便2便1便停留所

15:2514:2013:1511:1010:05①core塩尻

15:3014:2513:2011:1510:10②塩尻駅

15:4014:3513:3011:2510:20
③カインズ・
デリシア

15:5514:5013:4511:4010:35④塩尻市役所

16:0014:5513:5011:4510:40①core塩尻

運
行
ダ
イ
ヤ

①市予算事業
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自動運転事業 2025FY

塩尻市SNS 連携事業者HP

塩尻市公式SNS おでかけ塩尻ナビ

◼塩尻市及びcore塩尻のHPに加え、連携事業者HPや塩尻市公式SNS等で情報発信
◼定常運行初日はマスコミ取材を受け入れ、当日から翌日にかけて新聞記事やニュースで事業周知

アイサンテクノロジーインスタ

①市予算事業
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自動運転事業 2025FY

実施結果

◼5/9から7/19計12日間で２４４名が乗車。２０名/日 乗車で推移
◼キャンペーン利用、視察のほか、毎回乗車する固定客も生まれた

日付 5/9(金) 5/10(土) 5/23(金) 5/24(土)

試乗者数（人） １８ ２２ ２２ ４４

乗車数

試乗の様子

試乗者コメント

◼ロータリーで車線変更したことに感動した。回を重ねるごとに乗り心地も良くなっている（40代市内）
◼魅力的な試みだと感じるので、それが自分の住んでる場所で行われていて体験出来たのが嬉しい（40代市内）
◼漠然とした不安感を取り除くため、無料の乗車体験が積極的煮開催されていることは意義ある。今後の展開に
期待している（３０代市内）

◼技術面で難しい所もありますが、実用化に期待している（４０代市内）
◼これからの課題はあるものの、目新しさや未来への希望を大きく感じた（５０代市外）
◼新しい地域交通の形として非常に興味深い（20代女性）
◼ブレーキがきつい（多数）

日付 6/6(金) 6/7(土) 6/20(金) 6/21(土)

試乗者数（人） 14 16 27 13

日付 7/5(金) 7/6(土) 7/18(金) 7/19(土)

試乗者数（人） 8 24 17 １９

①市予算事業
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自動運転事業 2025FY ①市予算事業
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アンケート結果 利用者属性等

◼乗車のきっかけは「自動運転バスに興味があったから」が最も多く、全体の９割にのぼる
◼自動運転バスに乗って行った場所・施設はcore塩尻、カインズ、デリシアが多いが、乗降場所以外の店舗利用もある



自動運転事業 2025FY ①市予算事業
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アンケート結果 利用者属性等

◼８割の方が再利用希望するとともに、定常運行や小売連携の実施が外出のきっかけにつながると回答
◼自動運転等の新たな交通サービスが魅力ある中心市街地の形成につながると期待されている
◼窓上の車内広告を見た方は６割弱にとどまる。全乗客が見るよう広告掲載方法の改善が必要



塩尻くみまちフェス ①市予算事業
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運行ルート 運行ダイヤ

実施内容

◼ カインズ主催「塩尻くみまちフェス」開催に伴い、消防署南駐車場を起点とするパークアンドライド型運行を実施
◼ 乗車した方には定常運行時と同様、カインズ２００ポイントプレゼントキャンペーンも開催
◼ 全１１便運行、計７５名が乗車。午前５便中２便はほぼ満席となった
◼ 家族連れ、若い夫婦、３世代、高齢者１名など、幅広い人が利用した

運行便 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

乗者（人） 11 5 15 10 15 6 2 2 2 5 2

乗車数
AM PM



令和７年度国土交通省自動運転社会実装推進事業 概要

4月 5月 6月 7月 ８月 ９月 10月 １１月 12月 １月 ２月 ３月

L2定常運行
5月から7月/東回りルート

L2定常運行
３月/東回り・西回りルート

L4運行
３月/駅市役所間

実証準備

地図計測・リスクアセス

走行準備

一般試乗
9月中10日間/東回り・西回り

L４向け開発走行（試乗有）
10月以降/東回り・西回り
T4からアルピコへスキトラ

L4環境整備
樹木伐採/手続き等

L4走り込み検証

L4準備

事業全体スケジュール

②国土交通省

事業

①市予算事業

③駅市役所間

L4開発・運行

長野県塩尻市 塩尻MaaS・自動運転協議会 令和7年度第1回 18



国土交通省自動運転社会実装推進事業

✓ 令和４年度から通称「自動運転実証調査事業」として実施。本市は過去３年連続採択
✓ 令和７年度公募では補助率が4/5、重点支援の創設、レベル４許認可取得済ルートは補助対象外等の変更あり

公募概要

②国土交通省事業
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国土交通省自動運転社会実装推進事業

✓ ２７年度社会実装ルートのレベル２走行、レベル４評価、事業性確保検証実証を提案（1.25億円）し、7/1付けで
採択（補助上限額1.00億円）

✓ 国土交通省資料では67事業（重点支援１３事業、一般支援５４事業）に対して交付決定とリリースあり

採択結果

②国土交通省事業
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国土交通省自動運転社会実装推進事業 ②国土交通省事業
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概要
地域住民の移動利便性向上、ドライバー不足解消のため、運転席無人
自動運転レベル４移動サービス実現に向けたレベル４運行実証と将来
的なレベル４エリア拡大に向けたレベル２運行実証を実施するもの

実施内容

運行ルート

▲ティアフォー製Minibus

▲アルピコ・KADOによる運行

▲小売連携・寄付金・広告・協賛金による事業性確立検証▲

実施体制

▲ティアフォー製Minibus1.0

▲新規ルート上の事業者連携▲

▲運営事業体構築に向けた要件整理▲



国土交通省自動運転社会実装推進事業
運行ルート

②国土交通省事業
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令和７年度国土交通省自動運転社会実装推進事業 概要

4月 5月 6月 7月 ８月 ９月 10月 １１月 12月 １月 ２月 ３月

L2定常運行
5月から7月/東回りルート

L2定常運行
３月/東回り・西回りルート

L4運行
３月/駅市役所間

実証準備

地図計測・リスクアセス

走行準備

一般試乗
9月中10日間/東回り・西回り

L４向け開発走行（試乗有）
10月以降/東回り・西回り
T4からアルピコへスキトラ

L4環境整備
樹木伐採/手続き等

L4走り込み検証

L4準備

事業全体スケジュール

②国土交通省

事業

①市予算事業

③駅市役所間

L4開発・運行
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レベル４運行 ③駅市役所間 L4開発・運行

実施内容

塩尻市における自動運転（レベル4）実装

■ 運行ルート ： 塩尻駅から塩尻市役所間の全長約 1.2km

■ 運行時間 ： 9時～17時の間から検討

■ 運行車両 ： Minibus2.0

■ 運行形態 ： 車内に管理者が存在、最高速度35km/h

塩尻市 Minibus 走行経路

※「管理者」は乗客への対応や自動運転の開始、終了の手続きを行う者を想定
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レベル４運行
自動運転車両

車種 車名 J6

車両 BYD製小型電気(EV)バス

仕様 LWH (mm) 7,240  2,300  3,060

車両重量 (kg) 6,630

乗車定員 (名) 客席15＋運転席1

バッテリー 種類 リン酸鉄リチウムイオン

充電仕様 CHAdeMO 90kW

充電時間 (h) 1.5

パワートレ
イン

駆動用モー
ター (kW)

140

ブレーキ ブレーキ方式 エアブレーキ

走行 走行速度 
(km/h)

0 〜 35 ※手動運転時は最大70km/h

最小回転半径 
(m)

7.9

航続距離 (km) ~200（参考値）

計算機ボックス

③駅市役所間 L4開発・運行
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レベル４運行
走行環境条件

- 地域住民の交通利便性向上のため、自動運転バスを定期運行

- 車両に搭載された自動運行装置は、あらかじめ決められたルート上を走行するもので、周囲の車両や歩行者が存

在する混在交通空間において自動運転を行うもの

道路状況及び地理的状況
(道路区間) 

- 塩尻駅から塩尻市役所間の循環経路約 1.2km
(道路環境)

- 自動運行装置に記録された地図情報に対して、道路環境の変化がないこと
- 信号機連携(V2I)が利用可能であること

環境条件
(気象状況)

- 周辺の歩行者等を検知できない強い雨や降雪による悪天候、濃霧、夜間等でな
いこと

(交通状況)

- 緊急自動車が走路に存在しないこと

走行状況
(自車の速度) 

- 自車の自動運行装置による運行速度は、35km/h以下であること
(自車の走行状況)

- 路面が凍結する、路面積雪があるなど不安定な状態でないこと

主な走行環境条件

③駅市役所間 L4開発・運行
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レベル４運行
走行環境の全体像

① ②
③

④ ⑤
⑥

⑦

⑧

⑨
⑩

⑪⑫⑬
⑭⑮

⑯

⑰⑱

⑲

⑳

信号機連携
現在の信号灯色と信号切り
替わりまでの残秒数の信号
情報を自動運転車両に通知

走行環境内の障害物

大・中型車 乗用車 バイク 自転車 歩行者 コーンなど 草・木など

信号機連携

信号機連携

信号機連携

駅前停留所

市役所
停留所

③駅市役所間 L4開発・運行
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MaaS事業



（前年度事業の振返り）MaaS事業
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➢ 塩尻型MaaS構築実証
• 各種交通サービスを統合する①塩尻型MaaSアプリの利用促進、アプリから得られる交通関連データの連携と

利活用を目的とした②モビリティダッシュボードでのデータ分析

➢ Beyond MaaS実証
• 交通とその周辺領域との連携による①持続可能な形での新たなサービス実装に向けた実証と検証、地域イン

パクトの最大化に向けた②アプリとの連携可能性の検証

非タッチ時間60秒間でサムネイル画面へ

タップにより行き来が可能



（前年度事業の振返り）MaaS事業
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成果 課題

ア
プ
リ
の
利
用
促
進

デ
ー
タ
分
析

サ
イ
ネ
ー
ジ

・地域住民などへの登録促進施策を行い
一定のユーザー数を確保（7月～2月で
537名）

・利用促進に向けた地域情報をプッシュ
通知で発信し、公共交通の認知向上や
目的地と連携した外出促進を促すこと
でアプリや公共交通の利用機会を提供

・対面イベントだけに限らない効率的
なユーザー獲得施策の実施

・公共交通の認知から実際の公共交通
利用までをシームレスに繋げるため
の地域事業者との連携やモビリティ
供給の充足

・アプリの利用ログを分析し、各機能の
利用者属性やアプリの役割を明確化

・プッシュ通知後の利用状況を分析し、
施策の有用性を検証

・現状、「外出する際の公共交通情報を
提供するツール」としてアプリが一定
の役割を担う

・アプリだけではなく、モビリティの
供給不足を解消し、地域の輸送資源
の効率的な配置に向け複数のモビリ
ティデータを横断的に分析するため
のデータ収集・分析スキームの構築

・実証後の結果と地域住民や地域事業者
のニーズを整理し、事業可能性の検証
とあわせたサービスコンセプトを設定

・運用スキームとフローを検討し、事業
継続性も含めたサービス実装時の事業
体制を整理

・持続可能な形でのプラン設計や事業
体制の構築の必要性

・地域事業者の継続的な連携に向けた
価値提供や営業人材の育成



（前年度事業の振返り）自動運転との連携
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予約連携 インセンティブ連携

自動運転バスの予約画面への入口を「配車」機能に追加
塩尻市域を走行する地域交通情報を一元化し、ユーザー
の検索性を向上
今後も新たなモビリティが導入された場合は情報を集約
していき「地域交通の情報がひとつにまとまっている」
状態を目指す

自動運転バスの買い回り施策と連携したスタンプラリー
を実施
地域事業者と連携した公共交通の利用促進に向けた先行
事例に
今後は他地域事業者との連携に向けた横展開を目指す



（参考）のるーと塩尻の実績
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令和６年度地域振興バス「のるーと塩尻」 単位（人）

21FY 22FY 23FY 24FY

予約数（A+B） 11,767 29,183 56,706 80,236

乗客数（A) 9,219 23,978 44,034 58,485

キャンセル数（B) 2,548 5,205 12,672 21,751

0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000

令和３年度

令和４年度

令和5年度

令和6年度

予約数・乗客数・キャンセル数

キャンセル数（B) 乗客数（A) 予約数（A+B）

実証運行の経緯
すてっぷくん のるーと

中
心
市
街
地

通常運行

無償
実証

有償
実証

エリア拡張

通常運行

有償
実証

廃止

廃止

エリア拡張

通常運行 運行休止

有償
実証

通常運行

有償
実証

通常運行
(楢川線、北小野線、洗馬線、宗賀線)

エリア拡張

20FY 21FY 22FY 23FY 25FY24FY

塩
尻
東

広
丘
・
吉
田

片
丘

そ
の
他

一部運行

一部運行

エリア拡張



（参考）のるーと塩尻の実績
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時間帯別乗客数の推移（日次） ゾーン別移動パターン（OD形式）

MP別累計乗降者数ランキング（乗車）

：平日 ：土曜 ：日祝

単位：人
大門 高出 桔梗ヶ原 塩尻東

広丘
吉田

松本 片丘 合計

大門 2165 2477 536 2087 1382 157 230 9034

高出 2790 882 303 394 2278 121 196 6964

桔梗ヶ原 464 345 76 283 168 38 7 1381

塩尻東 2535 513 235 399 304 54 12 4052

広丘
吉田

1537 1791 137 300 2784 422 243 7214

松本 101 112 23 46 286 47 615

片丘 302 202 18 15 326 145 10 1018

合計 9894 6322 1328 3524 7528 937 745 30278

1 大-1 塩尻駅東口 3,213

2 広-37 GAZA（ギャザ）北口正面 1,207

3 大-4 ウイングロード 1,073

4 大-3 えんぱーく 804

5 広-21 広丘駅東口 667

6 高-⑤-5 ツルヤ広丘店 660

7 高-②-1 ザ・ビッグ塩尻広丘店 636

8 宗-2 西友塩尻西店 489

9 大-2 塩尻市役所 476

10 高-⑤-4 ふれあいセンター広丘 459

降車ゾーン

乗
車
ゾ
ー
ン

MP別累計乗降者数ランキング（降車）

1 大-1 塩尻駅東口 4,004

2 大-4 ウイングロード 1,419

3 広-21 広丘駅東口 1,300

4 広-37 GAZA（ギャザ）北口正面 1,013

5 高-②-1 ザ・ビッグ塩尻広丘店 711

6 大-3 えんぱーく 694

7 松-2 まつもと医療センター（東向き） 590

8 高-⑤-5 ツルヤ広丘店 578

9 高-⑤-4 ふれあいセンター広丘 568

10 広-20 広丘駅西口 530

集計期間：24年10/1～25年3/31



【MaaS事業】2025年度事業
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１ ２

３ ４

市公式LINEアカウントなどでのイベント案内と連携
した公共交通認知向上に向けたプッシュ通知

公共交通利用促進に向けたクーポン・ポイント連携 各データ分析によるモビリティ改善施策の検討

地域住民の外出促進や地域事業者の活性化に向けた
車両広告

「目的地連携」を軸とした 施策実施 → アプリ・公共交通利用促進 → データ分析 の実施



①プッシュ通知
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➢ 実証内容
• 駐車場の台数が限られている会場や歩行者天国等の

交通規制による道路渋滞が想定されるイベント等の
案内時に「おでかけ塩尻ナビ」をあわせて案内する

• おでかけ塩尻ナビ上では、イベント前のリマインド
としてプッシュ通知を行い、当日の公共交通利用を
促進する

➢ 目的
① 自家用車によるイベント参加を抑制し、公共交通を

元から利用したいと思っているユーザーをおでかけ
塩尻ナビ登録に繋げる
→特定多数の（公共交通を使って目的地に行きたい
と思っている）ユーザーに対してサービスを提供
し、アプリ利用を意義づける

② おでかけ塩尻ナビでのプッシュ通知により、アプリ
機能や公共交通の利用促進に繋げる



②車両広告
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➢ 実証内容
• のるーと塩尻車内に設置するタブレットやLINE予約画面、車内ポスターなどの広告を有償で募集する

➢ 目的
① 地域事業者の情報を発信することで、認知向上や来店機会の増加などの地域活性に繋げる

→広告をきっかけにこれまで訪れたことのない地域事業者への来店や公共交通での外出を促進する
② 地域全体での持続可能な公共交通サービスの構築に向けた、新たな企業ブランディングに繋げる

→地域事業者と連携し、公共交通の維持に向けた運賃収入以外の継続的なキャッシュポイントを構築すると
ともに、地域住民への認知向上を目指す

バナー広告サイネージ広告 自動運転バス車内窓上広告



②車両広告
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➢ 募集方法
• 公募（塩尻市振興公社HPへ募集記事を掲載）

➢ 営業方針
• のるーと塩尻MPの設置事業者や最寄りで店舗営業を行う事業者を中心に個別アタック

➢ 目標値
• 月24枠



③クーポン・ポイント連携
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➢ 実証内容
• 公共交通を使って来店した際にクーポンやポイントでのインセンティブを付与し、公共交通利用に繋げる

➢ 目的
① これまで自家用車で生活していた地域住民に公共交通を使わせるきっかけを提供し、公共交通の認知向上と

日常的な公共交通利用への転換を図る
→クーポンをきっかけに公共交通を使う必然性を作り、公共交通の利便性の認知を促す

② 地域事業者に自家用車依存からの脱却が将来的な事業継続に繋がることを認知させる

公
共
交
通
乗
車

獲
得

店
舗
来
店

・・・

おでかけ塩尻ナビ のるーと塩尻 事業者ポイント



④データ分析
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➢ 実証内容
• アプリユーザーの日常的な利用ログとプッシュ通知後の反応を分析する
• モビリティデータや広告閲覧データなど、アプリに限らない横断的なデータ分析を行い、モビリティ改善や

サービス改善に活用する

➢ 目的
① 「おでかけ塩尻ナビ」が利便性高く持続可能な交通網の実現と自家用車から公共交通への転換に向けた価値

を提供できているかを検証する
② 様々なデータを収集し、自家用車から公共交通への転換に向けたモーダル間連携や地域輸送の効率化のため

の施策立案のプロトタイプとする

アプリダッシュボード サイネージ閲覧データ



アプリを核とした交通DXサイクル
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➢ 青字①・青字②：25FY実施項目

24FY：自動運転連携

25FY：モビリティデータ

24FY：アプリデータ

26FY～：施策実施

26FY～：アプリ連携

目的地連携サイクル

地域交通最適化サイクル

プロ
モーション

25FY：スキーム構築・検証

連携企業の発掘
・営業・獲得０２

スポンサー
参画

企業からの
原資提供０３

イン
センティブ

連携

企業への導線
創出 ０４

ユーザー
接点

24FY～：ユーザー獲得

23FY：アプリ構築

地域情報の発信・集約

０１

移動機会の創出による地域経済の活性

地域の声の集約と地域交通課題の解決

０２
各種データ・
アンケート活用

ユーザー
接点

データ
収集分析

おでかけ塩尻ナビ

自治体・交通事業者・地域住民が連携した
利便性高く持続可能な交通網の実現と自家用車から公共交通への転換

モビリティ
改善０３

サービス
改善
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